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日本文化について（日本文化とは？）
　
「武士道　」新渡戸　稲造（にとべ　いなぞう）
（現代語訳　山本博文　ちくま新書）
概要：

これは、全17章からなり、まず、第１章「道徳としての武士道」の冒頭でつぎのとおり述べている。
「　武士道は、日本の標章である桜の花にまさるとも劣らない、わが国土に根ざした花である。　それは、われわれの歴史の植物標本箱に保存される、干からびた古い美徳ではない。私たちの間にあってそれは、なんらの実体的な形を持たないが、道徳的雰囲気の香りを漂わせ、私たちがなおその魅力のもとにおかれていることに気づかせてくれる。」　（武士道研究の意義：第一章）
すなわち、武士道は、元来、封建武士社会から生まれたものであり、その武士社会はもはや過去のものとなってしまったが、武士道の精神は、今も生きていて、日本人の心の中に生きているとしている。

　また、武士道の本質を武人階級の身分に伴う義務、武士が守るべきことを要求された「道徳的な掟（おきて）」だと定義している、またこの掟は「不言不文」を特徴とし成文法として存在するものではなく口伝、あるいは、少数の著名な武士よる格言があるにしか過ぎない。
武士の心の奥深く刻まれた律法、それが武士道にほかならない。そしてそれは、単なる信条としてではなく、実際に実行されることで一層強い効力を発揮してきた。

日本人にとって道徳史上の武士道は、政治史上におけるイギリス憲法の地位と同じであると述べている。
武士道を形成する精神を説明するにあたって次の４つについて述べている。
（1） 武士道の起源と源泉

（2） 武士道の性格と教え（最も紙面を費やしている）
（3） 武士道が民衆に及ぼした影響

（4） その影響がいつまでも長く及んでいること

第2章「武士道の源をさぐる」では、日本における武士道成立の思想的背景として

仏教、神道、儒教の三伝統思想の影響を論じている。仏教からは、運命に清く身を委ねる覚悟、自己を超えて絶対的なものに合一する精神が、特に禅によって伝えられ、神道からは、心の清明と祖先への畏敬の念、その集成としての天皇崇敬、忠君愛国の念がもたらされた。さらに最も重要な源泉としては、儒教が武士道の課する規律体系の枠組みを提供したことが、指摘され、孔子から孟子へ、さらに理論と実践の一致を重視する、知行合一、王陽明へとその系譜が紹介される。
第3章から第９章までは、順に、義、勇、仁、礼、誠、名誉、忠義という武士道を象徴するキーワードを掲げてその特性を説明している。
武士にとって卑劣な行動や振る舞いは嫌われる。そのようなことは、避けて、死すべき場合に死に、討つべきときに討つ態度である。これが、「義」である。
この「義」と兄弟関係にあるのが「勇」であり、「勇とは、義（ただ）しきことをなすこと」にほかならない。しかし、戦場に突入して討ち死にするのが勇ではなく、生きるべき時は、生き、死すべきときは、死ぬのが真の勇である。
「仁」については、王者は、愛や寛容、愛情や同情を徳とした。これらを総称して「仁」と呼び、中国の儒者が述べたように、仁は、人を治める者にとって欠くべからざる要件である。「礼」は、他人に対する思いやりが外に表れたものであり、それは、正当なものに対する正当な尊敬、社会的地位に対する正当な尊敬を意味する。そしてこの「礼」に真実と誠実、すなわち「誠」があって「礼」が成立する。さらに「名誉」を重んじ「忠義」を
尊ぶ。

第１０章「武士は、何を学び、どう己を磨いたか」、第１１章「人に勝ち、己に克つために」では、武士の心得るべき実際的なたしなみが述べられている。

-------------------------------------------------------------------------------------

武士道とは。なにか？（武人階級の身分に伴う義務）

義、勇、仁、礼、誠、名誉、忠義、克己

---------------------------------------------------------------------------------------

第１２章「切腹」は、武士道における二つの究極的行為である切腹と仇討ちをとりあげている。

近代西洋の一般的常識からするといかにも理解しがたい、野蛮ともみえるこれらの行為が

やはり、高度の精神文化のあらわれであることを述べている。

第１３章「刀」武士にとって刀が単なる武器ではなく、中世と名誉の象徴であり、むやみに人を殺傷するために使用されるべきではない。
第１４章「武士道が求めた女性の理想像」は、武士社会における女性のありかたを論じている。武士道は、本来男子の武士の規範として生み出されたものであるが、女性についても基本的には、その規範に準ずるものであるとしている。

第１５章「武士道の影響」では、武士道がいかに日本人全体に感化を及ぼしたかが述べられている。

第１６章「武士道は、まだ生きているか」、第１７章「武士道の未来」は、武士道の将来を論じている。

感想：
日本人は、宗教なしに道徳をどう学ぶのかという外国人の疑問を受け、英文で書かれた。そのため日本人の道徳観を支えている神道、仏教、儒教をとりあげ、欧米思想と対比させながら「武士道」が普遍的な思想であることを述べている。

すなわち、「武士道」成立の事情は、冒頭の序文の中で次のように述べている。
1 ベルギーの学者と雑談中、日本における宗教教育事情について聞かれ、武士道がそれに相当するのではないかと思い当った経験を端緒とし、また
2 アメリカ人の妻であるメリーからしばしば日本人の考え方習慣について質問されそれに答えるうちに、やはり、日本人の道徳観念の源泉が武士道に発することをあらためて感じたのが機縁になった。
そのうえで新渡戸が、自分自身が育つ中で教え込まれた体験（南部藩士の家で生まれ武士の子弟としての教育を受けている）をもとに武士道について説き、西欧社会における宗教（キリスト教）教育に相当するものが武士道ではないかと述べている。

また分析にあたって「武士道」そのものをイギリス憲法と対比しているし、ソクラテス、プラトン、シャークスピア、ニーチェなども「武士道」と対比している。さらにクリスチャンである新渡戸が「武士道」とキリスト教の教義とを対比しているのも興味ある。
特異な道徳である「武士道」を形づくった日本人の特性は、変容しながらも現在に生き続けているように感じた。（「武士は、食わねど爪楊枝」、「がまんの哲学」など）

概要（目次）
第1章 道徳体系としての武士道：

武士道研究の意義。　武士道の語義。　武士道は成文法ではない。武士道の成立。武士道の礎石

第２章　武士道の源泉：

仏教－武士道の源泉①。　神道－武士道の源泉②。　儒学－武士道の源泉③。武士の学問観。陽明学と聖書の類似。戦乱の時代が生んだ日本人の特性。

第３章　義－あるいは正義について

義の概念。［義理］の本来の意味。詭弁に利用された「義理」

第４章　勇気－勇敢と忍耐の精神
本当の勇気とはなにか。武士の子の鍛錬。勇敢と平静。

第５章　仁

統治者の最高の要件としての「仁」。封建制は、専制主義ではない。徳と絶対的権力。母親的美徳としての仁。敗者に対する仁の心。武士における風雅の役割。

第６章　礼

社交の成熟した果実としての礼。細々とした礼義作法。　礼の究極の本質。優雅さの持つ力。外国人には奇妙に映る礼。日本人の礼の底意。
第７章　信と誠

武士の一言の重さ。日本人がつく「ウソ」の意味。商業を嫌悪した武士階級。元武士が商業に失敗した理由。正直と名誉。
第8章　名誉
羞恥心の芽生え。名誉に敏感な武士。寛大な忍耐の教え。名誉を欲した武士の少年

第９章　忠義

他国の追随を許さない日本の忠義。主君の身代わりになった子供。親への孝よりも主君への忠。個人よりも国家。忠義は、へつらいや追従ではない。
第１０章　武士の教育

武士の教育科目。金銭を卑しんだ武士。金銭では、測れない教師の仕事。

第１１章　克己

感情の抑制。日本人の笑みの意味。日本人の心の働きの真相。

第１２章　切腹と敵討の制度

ハラキリの普遍性。切腹の論理。切腹は法律上ならびに礼法上の制度。切腹の情景。真の武士は、死を卑怯とみなす。報復の制度。切腹と敵討の現在。

第13章　刀、武士の魂

刀に対する崇拝。日本刀の魔力。武士道の理想は平和にある。
第１４章　女性の教育と地位

武家女性の理想。芸のたしなみも要求された武家女性。自己犠牲の精神。武士道が女性の地に及ぼした影響。女性評価の二つの基準。武士道の分水嶺。

第15章　武士道の影響

美徳は、頂上から。民衆の娯楽・教育と武士道。全民衆の道徳的基準。

第16章　武士道はまだ生きているか

近代日本の原動力。近代日本の指導者への影響。日本の変貌の源泉。武士道の影響力。キリスト教宣教師の誤り

第１７章　武士の未来

消え去る運命にある武士道。愛の観念につながる仁の思想。新生日本の道徳はどこに。永遠に残る武士道の力。
